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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェクトと

の関係 

間質性肺炎は，肺の間質を炎症や線維化病変の場とする

疾患の総称で，中でも特発性肺線維症(IPF)では5年生存

率が 30%と予後不良の疾患である．間質性肺炎の診断は

限られた専門施設・専門医での診断が優れているとされる

が，非専門的施設・専門医でなくとも間質性肺炎の診断を

可能にするツールを機械学習で開発し，患者の適正な診

断・治療の選択における臨床医学的な貢献が期待される． 

本研究では機械学習を行って最適なアルゴリズムを探索し

ているが, 一般的な市販のコンピューターでは計算時間が

数百年となってしまうため, スーパーコンピューターが必要

である. 

 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

事前に研究チーム内ワークステーションで X線 CT画像の

DICOM 画像を深層学習で解析した。出力された結果と臨

床メタデータを用いて、HOKUSAI で MATLAB を使用し、

臨床で診断に用いるための最適な機械学習アルゴリズムを

探索した。 

 

３． 結果 

臨床で診断に用いる事に適した機械学習アルゴリズムを導

き出した。今後さらなるデータセットの追加により、機械学習

アルゴリズムの精度向上と最適解を探索する予定である。 

 

４． まとめ 

HOKUSAI を用いて、間質性肺炎の診断における最適な

機械学習のアルゴリズムを導き出した。 

 

５． 今後の計画・展望 

さらなるデータセットの追加により、機械学習アルゴリズムの

精度向上と最適解を探索する予定である。また、予後予測

に用いる最適な機械学習アルゴリズムの探索も予定して

る。 


